
 

～数字の先に広がる可能性 ～ 
 

保健室前で興味深い掲示物を見つけました。その一部を紹介します。 

【数字で振り返る 6年間】 

・習った漢字…1026字 

・眠っていた時間…約２年１か月 

・瞬きした回数…約 42,000,000回 

この他にも数字で表せるものを考えてみました。 

６年間で 

・食べた給食の食数…約 1,080食 

・登校日数…約 1,200日 

・授業時間…約 5,700時間 

数字で見ると、６年間は長い道のりであったと感じます。しかし、その中身は、数字では

測りきれない貴重な、多くの経験の積み重ねであり、その一日一日が自分を支える土台とな

ってきたと確信しています。 

保健室の掲示の最後には、 

「人生で みんなができること」 
 ∞（むげんだい） 

未来には、無限の可能性があります。希望を胸に、未来へ向かって突き進んでください。 

とあります。 

  

卒業にあたり、６年生には小学校での学びを土台とし、自信をもって中学校に進んでほしい

と思います。１～５年生にも、自分たちの無限の可能性を信じて進級してほしいと思います。 

保護者の皆様、地域の皆様には１年間本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、心よ

り感謝を申し上げます。今後も子供たちが安心、安全に学校生活を送ることができるように

努めて参ります。引き続きご支援、ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

校 長 

 


